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資料１ 

資料２の一部 



［別紙③］生徒の感想 

 

【生徒の感想から】 

１年生では、自分や相手の感じ方や気持ちについての感想が多かった。２年・３年と学年が上がるにつれ

て、「環境」「周り」「社会」「世の中」などの言葉が多く出ており、視点が変わっている。 

⇒ 同じ教材を扱う場合でも、授業者側が発達段階の違いを理解し、例示する視点や生徒たちに切り返す言

葉等を考えて指導する必要性がある。 

 

 

 

１年 

・ 私は、傷つける気がなくても生きづらさを感じさせてしまうことがあると知りました。なの で、ひとつひとつの

言葉を考えて発言したいです。 

・ 私も女らしくあるのが嫌で、制服もズボンが良かったけど、親に反対されて、嫌だけどスカートをはいてる。

でも今日の授業を受けて、ちょっと気持ちが楽になったような気がする。 

・ ちょっと考えが違うだけで、みんなから特別あつかいされたりするのは違うと思った。自分の周りにそんな人

がいても、いつも通り仲良くしたいとおもった。 

・ 私は同性の人に告白されたことがあるので理解しやすかったです。別に同性の人に告白されても違う性別

の人に告白されたときと同じようにすれば良いと思います。同性の人を好きになるのも別に普通。 

・ 前も一度やったことがあるけど、やっぱりむずかしい課題だなと思いました。自分も LGBTQ の人と会ったと

き適切に接せられるかと言われると分からないのでそういうときのためにこういう授業があるからきちんとや

っていきたいです。 

２年 

・ その人が悩んでいるこということを理解し、その人を特別扱いするのではなく、好きなことをやりやすく接す

ることが大切だと思います。みんなと違って悩んでいるのに余計に特別にすると「なんで？」ってなるからあり

のままの人を尊重するべきだと思います。今日学んだことを活かし、もし今後そんな人に出会ったら相手がい

やな思いにならないような対応をしたいと思います。 

・ 無意識に抱えてしまう偏見をなくすことは難しいが、自分の考えが正しいと思い込んだりすることなく様々な

意見を取り入れようとする姿勢と柔軟な頭を誰もがもつべきだと思う。 

・ 誰もが生きやすい社会にするための１つとして、相手のことを理解し、気持ちを尊重されるということはとて

も大切だと思いました。勝手な偏見や自分の価値観だけで相手のことを決めつけるのではなく、その人のこ

とをその人個人として尊重することが大切だと思いました。 

３年 

・ たくさんの考えをもつ人がいると知って、その考えを否定せずに、尊重しようと思いました。もし自分と違う考

えをもつ人がいてもその考えを尊重できる人になろうと思いました。 

・ 生まれてきたのだから、それに抗うことは出来なくても、置かれた環境の中で、自分にできることを考え、行

動することが大切なのかなと思った。 

・ 性別に関係なく、この世の中は基準が多くあると思います。その基準をなくして本当の多様性を実現できる

社会になってほしいなと思いました。 

・ もし自分の暮らすに A さんや B さんがいたらと考えると、どうやって行動することが正解なのか難しかった

です。その人たちに気遣いすぎても居心地が悪いかもしれないし、逆に何も触れないことは配慮が足りない

と思うので、さりげなく聞き出してみたり、周りの環境づくりが大切だと思いました。 



生徒・教員アンケートの結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

「カミングアウト」について聞いたことが

あるが、説明することはできない。

「カミングアウト」について聞いたことが

あり、ある程度説明することもできる。

「カミングアウト」について聞いたことが

あり、くわしく説明することもできる。

カミングアウト

前回（6月） 今回（12月）

○ １年生徒 LGBT についてのアンケート結果（6 月との比較形式） 
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「アウティング」ついて聞いたことがある

が、説明することはできない。

「アウティング」について聞いたことがあ

り、ある程度説明することもできる。

「アウティング」について聞いたことがあ

り、くわしく説明することもできる。

アウティング

前回（6月） 今回（12月）
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「LGBT」について聞いたことがあるが、

説明することはできない。

「LGBT」について聞いたことがあり、あ

る程度説明することもできる。

「LGBT」について聞いたことがあり、く

わしく説明することもできる。

LGBT

前回（6月） 今回（12月）

「LGBT」と「カミングアウト」の「くわしく説明できる」の割合が少し下がっているものの、上記３

つの全ての用語に関して、「説明することもできる」の割合が上がり、「説明することができな

い」の割合が下がっており、それぞれの用語に対する理解が深まったと言える。知識を獲得す

る上で、同様の内容を学習することによる効果の結果であると捉えている。 

約１５％増加！ 

約１０％減少！ 

約２０％増加！ 

約２０％減少！ 

約２０％増加！ 

約２０％減少！ 



 

 

〇教員向けアンケート結果 

 

・ 教員向けの事後アンケートでは、今回の全校道徳について肯定的な回答が多かった。 

・ 意見として、「全学年同じ教材を行うことで、学年を超えてみんなで授業・教材に向き合い打合わ

せをするきっかけになった。」や「全学年同じ教材で行うことで、子どもたちの発達段階の違いに気

付き、今後の指導に生かせる。」というものがあった。 

 

  ⇒ 教員にとっても、ＬＧＢＴＱの実践を通して、一人ひとりの生徒が自分らしく過ごすことができる

ようにしていく上での「学び」があったことがうかがえる。②の質問において、「対応できる自信が

とてもついた」と回答できる教員の割合を増やすことができるよう、ＬＧＢＴＱに限らず、一人ひと

りの生徒の存在を尊重できるような取組を継続する必要がある。 

 

 

 「対応できないと思う」「対応できるかわからない」の否定的な回答の割合が下がった。また、 

「自信をもって対応できると思う」「たぶん対応できると思う」の肯定的な回答の割合は上がった。 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

自信をもって対応できると思う

たぶん対応できると思う

対応できるかどうかわからない

対応できないと思う

もし、友だちから秘密を打ち明けられたとした時、今の

あなたは次のどれにあたりますか。

前回（6月） 今回（12月）

①  今回の全校道徳を通して（教材研究・事前研修等も含め）、LGBTQ について理解や関心が深まり 

ましたか。 

とても深まった。33.3％ やや深まった。66.6％ 

②  今回の全校道徳（教材研究・事前研修等も含め）前と比べて、あなたが生徒から自分が LGBTQ

であることを打ち明けられたときの対応への自信の度合いはどれくらい変わりましたか。 

対応できる自信がとてもついた。66.7％ 対応できる自信が少しついた。22.2％ 対応できる自信

があまりついていない。11.1％ 

③  今回の全校道徳を通して（教材研究・事前研修等も含め）、今後も LGBTQ理解についての教育を

続けていく必要性を感じますか。  
感じるようになった。55.6％ 少し感じるようになった。44.4％ 

約２％減少！ 

約１０％増加！ 


